
知恵産業推進課

右京区西大路通高辻上ル西院平町７ クラエンタービル５階

有限会社BESTPLAY
代表取締役 吉田 由美さん

令和2年
3月24日 認証

令和2年
12月10日 認証

　最新設備と独自の生産管理システムを導入した自社工
場で、スポーツウェアはもちろん、かばんや文具など、素材
の種類や形を問わず、ロゴ、イラスト等をマーキング（プリン
ト・刺繡）する事業に取り組んでいます。
　「知恵の経営」報告書の認証をきっかけに、「持っていないリソースではなく、目の前
にある知恵や強みをどう活用するかを考えるようになった」と吉田由美さん。二次加
工で培ってきた技術・ノウハウを横軸展開し、オリジナルグッズやアイテム、ノベルティ
などを企画・開発し、新たな受注につなげています。「思い出を形にして届けたい」。あ
の日、あの瞬間、心を震わせた感動がマーキング加工技術でよみがえります。

目の前のリソースを横軸展開

株式会社アイビ建築
代表取締役 佐名田 一郎さん
経営指針に知恵を活かして活用

　リフォーム事業に加え、磨き上げたデザイン力と高断熱・
高気密の技術、ノウハウを活かし、一年中を快適に過ごす
ことができる高性能エコハウスの施工販売に取り組むな
ど、これまで未開拓だった新築市場の掘り起こしにも力を
注いでいます。
　「知恵を強みに変えていきたい」と佐名田さん。作成した「知恵の経営」報告書を
ベースに会社の経営指針書の内容を充実させ、取引先や金融機関、大学などに配布
したところ、ステークホルダーからの社会的評価が高まり、インターンシップの受入れ
をきっかけに優秀な学生が入社してくれました。お客様との距離感が近い地域密着
型のサービスで、付加価値の高い住まいを提供し続けます。



知恵-1グランプリ
自社の強み・知恵を活かし新たな顧客を創造するビジネスモデルを企業の成長ステー

ジに合わせて「イノベーション部門」「コラボレーション部門」「チャレンジ部門」で公

募・選定しています。受賞企業には、ビジネスプランの実行・実現に向け、専門家との連

携、各支援機関の施策等も活用しながら、成長段階に応じた支援を行います。

「産学公の森」推進事業、

チャレンジ・バイ（京都府新商品・サービス販売促進支援制度）

https://www.kyo.or.jp/kyoto/public/kaihou.html?cnr=kirari


